
令和2年度
ランドバンクの活用等による土地の適切な利用・管理の推進

に向けた先進事例構築モデル調査

立案:八千代市緑が丘西自治会
会長 鈴木介人

「居住地域における管理利
用運営向上事業」







①自治会組織の運営による限界が見えてきた。
②管理不全調査手法を確立したが、他のエリアに波及するモ
デルができていない。
③組織がぜい弱のため相談要員がいない。
④登記の所有者情報から追えない
場合が多い。
⑤住民利用者のマッチングがなかなかで
きていない。
⑥土地や空き家の管理をしても収入が
得にくい。

今回の課題探求について



①管理不適土地をドローンによる効率的な管理手法の提案
②管理不全調査から所有者不明探索の手法立案
③未利用地所有者から利活用相談窓口の設置
④未利用地バンク登録制度を確立する。
(平成30年度のリメイク)

⑤住民利用者のマッチング制度構築
⑥住民管理方式のため任意団体である自治会を、地域の不
動産管理バンク部門の法人化を進める。

今回の取り組みについて



①ドローンによる管理巡回
→ドローンパトロール、簡易な土地判断システム
システムの高額化は管理不全土地での構築は困難

解決手段について①



②所有者不明探索
→住所が移転して追えないケースでの手段
→管理不全を理由として税務情報取得は可能か?
司法書士としてどこまで可能か?

解決手段について①



③利活用相談窓口の設置
→宅地建物取引業・不動産鑑定士など士業への相談制度
低未利用地の提案から、いかにして管理不全を減らすか?

解決手段について①



④バンク登録制度を確立する。
→簡易的な利用を促進させる、提案を確立する。
民間事業者・PR広告系・コンサル・まちづくり担当

解決手段について②



⑤住民利用者のマッチング制度構築
→マッチングさせて利用に対して試験的に実施を促す。
利用づくり、人づくり、地域づくりに結べるようにする

解決手段について②



⑥地域サポート法人設立
→一般社団法人等の設立
司法書士としてどのような形態がいいのか?

解決手段について②


